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もりのにぎわい通信  

 
2025 年９月２７日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2025 年 9 月 27 日（土）9：00～12:00 

場所：小山町 観音地 

天候：晴  気温 25～28℃ 湿度 65% 風向 東 風速 3.5m/s 

参加者：39 人：子供 4人、大人 35 人（内土地改良区 4 人） 

 

■活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

9:00集合 

9:10受付 

9:30 除草作業､クリ拾い､クリのイガ集め 

10:30 休憩 

11:00 除草作業､苗木 11本の植樹 

12:00解散 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■活動報告 

  9 月に入っても秋の気配は感じられず夏の暑さが続いていました。8月は活動が休みとなるためク

ズや雑草の成長はすごく、全体的に高く伸びていたこともあり 9 月 14 日に除草のため 活動を行いま

した。  

元々は 9 月 13 日を予定していましたが天候が悪く翌日の作業となりましたが良い天気で暑さは落ち

着いていました。3 名が 9 時から始め 10:30 に 2 名が加わって 5 名での作業となりまし た。  

栗の木がちょうどシーズンで栗林に行くとイノシシが食べに来ている痕跡がありました。 下に落ち

ているいがを拾って実が入っているものや風で実だけで落ちてくるものを集めた後、いがを一輪車で

集め焼却場へと運びました。 13:00 まで刈払機とハンマーナイフで主に駐車場や広場、ビニールハウ

ス周辺の除草を行いまし た。  

活動当日の 9 月 27 日は秋らしさがようやく出て過ごしやすい 1 日となりました。初めての方が多 

く参加してくれました。 

まずはシーズンの栗拾いから始め、初めて参加の大学生は栗拾いは 初めてとのことでしたが栗を竹

の棒で落とす作業をしてもらい早くにコツをつかんで上手に下へ落 としていました。昨年よりは実が

なっていましたが木が高くなってしまって高い部分の実が 取りにくく、栗の木は高くならないよう早

めの剪定が必要だとわかりました。いがを集め焼却場へ運び、次に受付付近の山栗とビニールハウス

近くの坂の谷津側にある栗の収穫を行いました。どちらも奥の栗林より実が残っていてたくさん収穫

できました。 

 除草作業は土地改良区の皆さん４名にてヤマザクラエリア、入口及び進入路付近土手の草刈を実施

しました。特に進入路付近の土手は今年３月に市の業者が草刈をした後、手つかずのままクズや雑草

が繁茂していましたが、きれいになりました。 
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また会員１名はハンマーナイフを使用し広場及び散策路付近の草刈を実施しました。 

会員５名及び一般参加者２名は刈払機を使用してその他のエリアの草刈を実施しました。 

７月以来の草刈となり草が繁茂し大変な草刈となりました。お疲れ様でした。 

10:30 の休憩では秋月という梨でのどを潤し、休んだあと今年５月にオークの金子さんより寄付して

頂いた苗木１１本の植樹の作業を手分けして行いました。まずは植えたい木を参加者にリクエストを

聞きながら担当を決め、梅とイチョウは元々トイレの近くに育っているもののそばに集めるように

し、里桜は高台にハナミズキはゴルフ場側の入り口あたり、サルスベリはビニールハウスから池まで

のよく見える部分に植樹しました。 

植樹といえば 5 月のグリーンウェイブでのイベント植樹が通例でしたが本来は木々の成長が落ち着

き、乾燥から守れる秋が植樹に適した季節とのことで実施しました。  

植樹が終わったあとはビニールハウスの内側と外側、堆肥場周りの除草作業を行いました。 駐車場

の土手には昨年植えた曼珠沙華がきれいに咲いていて年長さんの男の子が大事そうに持ち歩き、いろ

んな木に花を生けるように立てかけていて華やかになっていました。キラキラ光る縦縞のニホントカ

ゲを飼育ケースに入れて眺める小学 4 年生の男の子。除草作業中に見つけた黒に黄色い模様の角あり

幼虫を眺めて一緒に参加のお父さんとこんなのがいるよ とうれしそうに眺めていた女子高生。（後日

調べたところセスジスズメ（蛾）の幼虫と思われる）自然の中でのいきものと出会える機会はとても

貴重な体験になっていると感じます。 秋の味覚はキノコかとシイタケの成長を期待しましたが当日の

生育は見られず、遊歩道に怪しげな大きめの黄土色のキノコがアチラコチラに、キタマゴタケが一箇

所育っているのを 確認できました。また、帰り際にお腹がオレンジのヤマガラらしき野鳥の姿を確認

することができました。 小山の森の自然が秋の訪れを伝えてくれていると感じます。 

最後に収穫したクリと星野さん差し入れのスダチを希望者にお土産として渡しました。 

（記録：和田 みさ子） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、10 月 25 日（土）（雨天の場合 10 月 26 日(日)）9:00～12：00 

除草作業､クズの蔓切､枝の剪定､池の水の補充､カキ･シイタケの収穫等を予定しています。是非ご参

加下さい。 

 



森を守り育てる会 かわらばん 2025 年 9 月号                2025 年 10 月 16 日発行 

 

集合写真 

 

 

  

作業開始前                                   いざ栗拾いへ 
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栗拾い                                 竿で栗を落とす 

      

 靴のカカトで毬（イガ）から栗を取る。 

 

     

栗のイガを集める                 栗だよ！ 
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ヒガンバナを木に生けたのだーれだ！                キタマゴタケ 

 

 

             

ハンマーナイフでの草刈              刈払機による草刈作業 
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燃料補給中 

 

       

入口付近の草刈作業 

 

    

土地改良区の皆さん休憩中            進入路付近土手の草刈完了 
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休憩中 

 

    

金子さんから寄付された苗木 11 本           植樹作業の説明 

 

 

    

植樹開始 
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イチョウを植える                      サルスベリを植える 

 

     

ヤマザクラエリアに里ザクラを植えました。 

 

  

進入路沿いにハナミズキの苗木を植える 
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井戸ポンプで池の水補給 

 

 

  

収穫した栗と差し入れされたスダチをお土産に 

 

 

  

希望者に栗・スダチを配布              解散 

 

 


